














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（『経営志林』第 50巻第 1号、2013年 4月）で
述べている。ついでにいえば、無能として世に
知られている徳川 11代将軍家斉は、その無策
ゆえにもっと評価されてもよいのではないか。
化政文化が興隆したのは確か、家斉の治世下
だったのでは…。
高コスト体質はまた、弱肉強食や格差あるい
は少子化などを顕在化する。それを避けんとし
て、資源コストのアラームもなんのその成長を
無理に続けようとすると、組織体制はブレーキ
を失った自動車のように暴走し、より悲劇的な
突然死を迎えることになろう。してみると、無
理に避けようとした先のいくつかの悲劇も穏や
かな衰退を過ごすための不都合と見なすことが
できるのではないか。
人の一生も然り。小生はといえば、おそらく
クリティカル資源としてのエネルギーの警告に
素直に従い、穏やかな衰退をあるがままに受け
容れようと思う（革命はおろか悪あがきするに
もかなりのエネルギーが必要だ）。その際、種々
の生理的衰弱や数々の不都合も甘んじて引き受
けなければならないだろう。
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〔追記〕　景気対策について
組織体制内での人為としての景気対策は、そ
の組織体制固有の資源コストの臨界点以下およ
び常識の信頼性の極小点以上の範囲内で行わ
れ、図 3　組織の盛衰モデル　を用いると次の
ように記述できる。
景気抑制策；ある資源コスト値で、条件付因
果関係をそれまでの＋から－に
変え、経済活動をしばらく鎮静
化する
景気浮揚策；常識のある信頼度で、条件付因
果関係をそれまでの－から＋に
変え、経済活動をしばらく活性
化する
これはあくまでも組織体制の資源コストが
臨界点内の話であって、それを超えた高コスト
体質では適用できない。なぜならば、高コスト
体質では、条件付因果関係が－に固定されてし
まっているからである。したがって、それを＋
に変えるには常識の信頼度を極小点から増加さ
せる、つまり常識の更新にともなう資源環境の
一新すなわち組織体制の転換、革命しかない。
要するに、世界は非対称であって、低コスト体
質はコントローラブルだが、すでに“伸び代”
の無くなった高コスト体質はアンコントローラ
ブルなのだ。
そこで、Ⅳ 2「経済成長って、一体何？」に
関連して次の提言ができる。低コスト体質で景
気対策ができる発展途上国は、やたらに開発を
急がずにその間インフラの整備に努めるべき
だ。先進国になってからインフラを、といって
も、アンコントローラブルな高コスト体質の下
では、最早手遅れである。
その点、成長のスピードを競わせるような
「経済成長ランキング」なるものはいかがなも
のか。
この論文は、 塾でのディスカッションに多
くを負っている。ここに 塾の諸氏に感謝する。
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